
 現 状 
   

・地域福祉の担い手が不足 
・市は学生や企業が新たな担い
手になることを期待 

学生ボランティアの参加向上 

対策２ 
学校同士が協力するボランティ

ア団体をつくる 

現状調査１ 
・学生はボランティアを行い就職 
 を有利に進めたい 
・企業の地域貢献が活発化して 
 いる 

現状調査２ 
・学生はボランティアに出会いを 
 求めている 
・充実感や満足感を得たい 

企業が行うボランティアを支援する学生団体をつくる‼ 
学生のメリット(学年別) 
 1年生：出会いの場を増やせる 
 2年生：仕事に関して早い段階から関心が持てる 
 3年生：興味を持った企業のインターンシップに 
      行きやすい 
企業のメリット 
 ・ボランティアの幅が広がる 
 ・学生のことを知ることができる 
自治体のメリット 
 ・地域の活性化につながる 
今後の展望 
 ・団体を設立するにあたっての 
  具体案の訂正(体制、場所など) 
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メリットを生み出しあう関係 

目 標 ： 

ボランティア参加を行っている
学校の全校生徒数とボラン

ティア参加人数 

対策１ 
企業が行うボランティアに学生が

マッチング 

 改善後 
   

・ボランティア参加人数を2000
人以上にする 
・参加する学校を20校以上に
増加 
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